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思
想
文
獻
の
成
立
、
流
布
な
ど
に
關
す
る
文
獻
學
的
な
硏
究
は
、
思

想
史
硏
究
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
作
業
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

筆
者
が
專
門
と
す
る
陽
明
學
の
領
域
に
お
い
て
は
、
未
だ
そ
の
文
獻

學
的
硏
究
が
十
分
に
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
王
守
仁
（
陽
明
）
の
著
作

は
、
明
代
中
後
期
に
お
け
る
出
版
事
業
の
隆
盛
に
伴
い
、
陸
續
と
し
て

刋
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
思
想
界
に
與
え
た
影
响
に
つ
い
て
は
、
解
明
す

べ
き
點
が
な
お
多
く
殘
さ
れ
て
い
る
の
が
實
情
な
の
で
あ
る
。
本
論
文

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
現
狀
に
鑑
み
、
題
目
に
お
い
て
擧
げ
た
よ

う
に
、
文
獻
學
的
硏
究
が
、
思
想
史
硏
究
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
う
る
か
を
示
す
た
め
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、『
朱
子

晩
年
定
論
』
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

王
守
仁
が
朱
子
學
か
ら
思
想
的
に
自
立
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
、

『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
も
つ
思
想
的
重
要
性
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

正
德
十
五
年
（
一
五
二
〇
）
に
お
け
る
羅
欽
順
（
號
整
菴
）
と
の
論
爭
に

お
い
て
、
王
守
仁
は
最
終
的
に
『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
含
ま
れ
た
書

が
必
ず
し
も
「
晩
年
定
論
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
朱
子
が
晩

年
に
お
い
て
そ
の
中
年
未
定
の
說
を
悔
悟
し
て
い
た
と
い
う
說
の
論
證

上
の
缺
陷
を
認
め
る
一
方
で
、
自
己
の
學
說
と
朱
子
學
と
の
差
異
を
承

認
し
、
さ
ら
に
一
步
進
ん
で
自
己
の
學
說
の
正
統
性
を
主
張
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
王
守
仁
が
朱
子
學
と
袂
を
分

か
ち
、
思
想
上
の
獨
立
性
を
獲
得
す
る
過
程
に
お
い
て
、『
朱
子
晩
年

定
論
』
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

　

今
日
ま
で
の
一
般
的
な
理
解
と
し
て
は
、
羅
欽
順
と
の
論
爭
に
お
い

て
、
王
守
仁
が
『
晩
年
定
論
』
の
編
纂
上
の
誤
り
を
認
め
、
自
己
の
學
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が
朱
子
學
か
ら
獨
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
宣
言
し
た
時
點
で
、
本
書
は

い
わ
ば
不
用
の
も
の
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
り
、
本
書
は
思
想
界
に
大
き
な
波
紋
を
投

げ
か
け
續
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
諸
相
に
つ
い
て
は
吉
田
公
平
愽

士
の
先
驅
的
な
硏
究
で
あ
る
「『
朱
子
晩
年
定
論（

１
）』」

に
詳
し
い
が
、『
晩

年
定
論
』
自
體
が
ど
の
よ
う
な
形
で
讀
ま
れ
、
そ
し
て
變
化
し
て
い
っ

た
か
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

本
論
文
に
お
い
て
は
、
文
獻
學
的
な
視
點
に
よ
っ
て
、『
朱
子
晩
年

定
論
』
の
成
立
か
ら
『
王
文
成
公
全
書
』
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
の
出
版

狀
況
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
い
、
そ
れ
を
通
し
て
、
思
想
史
硏
究
に
お

け
る
文
獻
學
的
硏
究
の
有
用
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

一　

二
種
の
失
わ
れ
た
單
行
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』
と

　
　
　
　
『
王
文
成
公
全
書
』
本
に
つ
い
て

　
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
主
旨
と
そ
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
、
王
守
仁

は
正
德
乙
亥
（
十
年
、
一
五
一
五
）
鼕
十
一
月
の
序
文
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

乁
官
留
都
、
復
取
朱
子
之
書
而
檢
求
之
、
然
後
知
其
晩
歲
固
已
大
悟

舊
說
之
非
、
痛
悔
極
艾
、
至
以
爲
自
誑
誑
人
之
罪
、
不
可
勝
贖
。
世
之

所
傳
集
註
或
問
之
类
、
乃
其
中
年
未
定
之
說
、
自
咎
以
爲
舊
本
之
誤
、

思
改
正
而
未
乁
。
而
其
諸
語
类
之
屬
、
又
其
門
人
挾
勝
心
以
附
己
見
、

固
於
朱
子
平
日
之
說
猶
有
大
相
繆
戾
者
。
而
世
之
學
者
局
於
見
聞
、
不

過
持
循
講
習
於
此
。
其
於
悟
後
之
論
、
槪
乎
其
未
有
聞
。
則
亦
何
怪
乎

予
言
之
不
信
、
而
朱
子
之
心
無
以
自
暴
於
後
世
也
乎
。
予
旣
自
幸
其
說

之
不
繆
於
朱
子
、
又
喜
朱
子
先
得
我
心
之
同
然
、
且
慨
夫
世
之
學
者
徒

守
朱
子
中
年
未
定
之
說
、
而
不
復
知
求
其
晩
歲
旣
悟
之
論
、
競
相
呶

呶
、
以
亂
正
學
、
不
自
知
其
已
入
於
異
端
。
輒
寀
錄
而
裒
集
之
、
私
以

示
夫
同
志
、
庶
⺇
無
疑
於
說
、
而
圣
學
之
明
可
冀
矣（

２
）。

　　

こ
の
序
文
か
ら
以
下
の
こ
と
が
判
る
。『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
王
守

仁
が
正
德
十
年
（
一
五
一
五
）
南
京
滯
在
中
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
、
朱
子
は
そ
の
晩
年
に
お
い
て
中
年
未
定
の
說
を
悔
い
て

お
り
、
王
守
仁
自
身
の
學
說
が
決
し
て
朱
子
晩
年
の
圣
學
に
對
す
る
理

解
と
背
馳
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
證
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、
從
っ

て
そ
れ
は
自
己
の
學
說
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た（

３
）。
序

文
の
最
後
の
、「
輒
ち
寀
錄
し
て
之
を
裒ほ

う

集
し
、
私
に
以
て
夫
の
同
志

に
示
し
、
庶
⺇
は
く
は
說
を
疑
ふ
無
く
、
圣
學
の
明
、
冀
ふ
べ
し
と
」

と
い
う
文
か
ら
、
王
守
仁
は
本
書
を
編
纂
後
、
た
だ
ち
に
同
志
に
示

し
、
そ
れ
を
彼
ら
の
自
己
の
學
說
に
對
す
る
疑
惑
を
取
り
除
く
助
け
と
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し
た
こ
と
が
判
る
。

　

し
か
し
、
王
守
仁
は
本
書
を
編
纂
し
た
當
初
に
お
い
て
は
、
そ
の
刋

刻
出
版
は
ま
っ
た
く
考
え
て
お
ら
ず
、
門
人
た
ち
が
本
書
を
刋
刻
し
た

こ
と
を
知
っ
た
際
に
は
、
不
滿
を
漏
ら
し
て
い
る
。
彼
は
「
與
安
之
」

の
書

中
に
お
い
て
、
當
時
の
狀
況
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

留
都
時
偶
因
饒
舌
、
遂
致
多
口
、
攻
之
者
環
四
面
。
取
朱
子
晩
年
悔

悟
之
說
、
集
爲
定
論
、
聊
藉
以
解
紛
耳
。
門
人
輩
近
刻
之
雩
都
、
初
聞

甚
不
喜
。
然
士
夫
見
之
、
乃
徃
徃
遂
有
開
發
者
。
無
意
中
得
此
一
助
、

亦
頗
省
頰
舌
之
勞
。

　

こ
こ
か
ら
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
刋
刻
・
出
版
が
、
批
判
者
か
ら

の
壓
力
を
緩
和
し
、
王
守
仁
の
思
想
の
影
响
を
擴
大
す
る
上
に
お
い

て
、
王
守
仁
が
豫
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
效
果
を
發
揮
し
た
こ
と
が
判

る
。

　
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
當
初
に
お
け
る
流
布
と
影
响
に
つ
い
て
、『
王

文
成
公
全
書
』
卷
三
附
錄
『
朱
子
晩
年
定
論
』（
以
下
、『
全
書
』
本
と
略

稱
）
に
附
さ
れ
た
、
正
德
戊
寅
（
十
三
年
、
一
五
一
八
）
年
六
月
の
、
門

人
袁
慶
麟
の
識
語
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

朱
子
晩
年
定
論
、
我
陽
明
先
生
在
留
都
時
所
寀
集
者
也
。
揭
陽
薛
君

尙
謙
舊
錄
一
本
、
同
志
見
之
、
至
有
不
乁
抄
寫
、
袖
之
而
去
者
。
衆
皆

憚
於
飜
錄
、
乃
謀
而
壽
諸
梓
、
謂
子
以
齒
當
志
一
言
。・
・
・
麟
無
似
、

從
事
於
朱
子
之
訓
餘
三
十
年
。・
・
・
戊
寅
夏
、
持
所
著
論
若
干
卷
來

見
先
生
。
聞
其
言
、
如
日
中
天
、
睹
之
卽
見
、
如
五
谷
之
藝
地（
４
）、

種
之

卽
生
。
不
假
外
求
、
而
眞
切

易
。
恍
然
有
悟
。
退
求
其
故
而
不
合
、

則
又
不
免
遲
疑
於
其
閒
。
乁
讀
是
編
、
始
釋
然
、
盡
投
其
所
業
、
假
館

而
受
學
、
乁
三
月
而
若
將
有
聞
焉
。
然
後
知
嚮
之
所
學
、
乃
朱
子
中
年

未
定
之
論
、
是
故
三
十
年
而
無
獲
。
今
賴
天
之
靈
、
始
克
從
事
於
其
所

謂
定
見
者
、
故
能
三
月
而
若
將
有
聞
也
。
非
吾
先
生
、
⺇
乎
已
矣
。

　　

袁
慶
麟
は
字
德
彰
、
江
西
省
雩
都
（
現
在
の
贛
州
市
付
近
）
の
人
。
始

め
諸
生
と
し
て
科
擧
の
學
に
勵
む
も
、
後
そ
れ
を
舍
て
て
王
守
仁
に
師

事
し
た
人
物
で
あ
る（

５
）。
彼
の
記
述
に
據
れ
ば
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
は

完
成
後
、
薛
侃
（
號
尙
謙
）
に
よ
っ
て
抄
錄
さ
れ
た
も
の
が
門
人
の
閒

で
筆
寫
に
よ
っ
て
廣
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
そ
れ
を
持
ち
出

す
も
の
が
現
わ
れ
る
ほ
ど
と
な
っ
た
の
で
、
門
人
た
ち
は
協
議
の
上
、

本
書
の
刋
刻
出
版
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
袁
慶
麟
に
識
語
を
請
う
た
の

で
あ
る
。
袁
慶
麟
の
囘
想
に
據
れ
ば
、
彼
は
か
つ
て
三
十
年
に
わ
た
っ

て
朱
子
學
に
從
事
し
て
き
た
が
、
陽
明
先
生
の
學
說
に
よ
っ
て
恍
然
と
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し
て
悟
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
、
彼
の

最
後
の
た
め
ら
い
を
取
り
除
き
、
彼
が
以
前
學
ん
だ
も
の
を
放
棄
し
、

王
門
に
入
門
す
る
こ
と
を
促
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
、
わ
ず
か
三
个
月
の

閒
に
、
以
前
の
三
十
年
に
お
い
て
到
逹
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
境
地
に

逹
し
た
の
で
あ
る
。
多
士
濟
々
の
王
門
の
弟
子
た
ち
の
中
で
、
特
に
袁

慶
麟
に
識
語
の
執
筆
が
依
賴
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
袁
慶
麟
自
身

は
、
彼
が
年
長
で
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要

な
原
因
と
し
て
は
、
恐
ら
く
は
彼
に
は
朱
子
學
を
三
十
年
硏
究
し
た
後

に
王
門
へ
轉
向
し
た
と
い
う
經
歷
が
あ
っ
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
彼
に
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
價
値
を
語
ら
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
他

の
門
人
が
語
る
よ
り
も
よ
り
多
く
の
說
得
力
と
影
响
力
を
有
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
袁
慶
麟
の
體
驗
談
は
明
ら
か
な
宣
傳
の
色

綵
を
帶
び
て
い
る
と
は
い
え
、
あ
る
側
面
か
ら
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の

當
時
に
お
け
る
影
响
を
說
明
で
き
る
こ
と
は
、
上
文
に
お
い
て
引
用
し

た
王
守
仁
の
敍
述
と
あ
い
ま
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
袁
慶
麟
の
識
語
は

『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
完
成
後
三
年
目
の
正
德
十
三
年
で
あ
り
、
我
々

が
知
る
こ
と
の
で
き
る
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
刋
刻
に
關
す
る
も
っ
と

も
初
期
の
記
載
で
も
あ
る
。

　
『
全
書
』
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』
卷
前
の
錢
德
洪
の
序
に
は
、
本
書

の
刋
刻
の
事
情
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　　

定
論
首
刻
於
南
贛
。
朱
子
病
目
靜
久
、
忽
悟
圣
學
之
淵
微（

６
）、
乃
大
悔

中
年
註
述
誤
己
誤
人
、
遍
吿
同
志
。
師
閱
之
、
喜
己
學
與
晦
翁
同
、
手

錄
一
卷
、
門
人
刻
行
之
。
自
是
爲
朱
子
論
異
同
者
寡
矣
。
師
曰
、
無
意

中
得
此
一
助
。
隆
慶
壬
申
、
虬
峰
謝
君
廷
傑
刻
師
全
書
、
命
刻
定
論
附

語
錄
後
、
見
師
之
學
與
朱
子
無
相
繆
戾
、
則
千
古
正
學
同
一
源
矣
。
幷

師
首
敍
與
袁
慶
麟
跋
凡
若
干
條
、
洪
僭
引
其
說
。

　

錢
德
洪
の
序
文
中
に
お
い
て
言
乁
さ
れ
て
い
る
、
南
贛
に
お
い
て
初

刻
さ
れ
た
版
本
と
は
、
王
守
仁
が
「
與
安
之
」
に
お
い
て
觸
れ
て
い
る

雩
都
刻
本
で
あ
り
、
ま
た
袁
慶
麟
の
正
德
十
三
年
の
識
語
を
有
す
る
單

行
本
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
錢
德
洪
は
ま
た
、
本
書
の
刋
刻
後
、
王

守
仁
と
朱
子
と
の
相
違
に
つ
い
て
批
判
す
る
も
の
が
減
少
し
、
王
守
仁

が
そ
れ
に
勵
ま
さ
れ
、「
無
意
の
中
に
此
の
一
助
を
得
た
り
」
と
述
べ

た
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
が
、
當
時

に
お
い
て
確
か
に
、
一
部
の
人
が
王
學
と
朱
子
學
の
相
違
に
つ
い
て
抱

い
て
い
た
疑
義
を
解
く
の
に
役
立
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
だ
ろ
う
。

　

正
德
十
五
年
（
一
五
二
〇
）、
王
守
仁
は
『
朱
子
晩
年
定
論
』
を
『
大

學
古
本
』
と
と
も
に
羅
欽
順
に
送
っ
て
い
る
。
羅
欽
順
は
同
年
夏
に
王

守
仁
に
書

を
送
り
、
王
守
仁
よ
り
本
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
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を
表
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
二
書
の
讀
後
に
生
じ
た
疑
問
點
に
つ
い

て
、
守
仁
に
質
し
た
の
で
あ
る
。『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
關
し
て
は
、

羅
欽
順
は
そ
の
年
代
の
失
考
、
文
字
の
增
改
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
具

體
例
を
擧
げ
、
王
守
仁
の
、
朱
子
の
學
に
は
中
年
・
晩
年
の
別
が
あ
る

と
の
說
に
對
し
て
質
疑
を
提
出
し
た（

７
）。

　　

又
詳
朱
子
定
論
之
編
、
蓋
以
其
中
歲
以
前
所
見
未
眞
、
爰
乁
晩
年
、

始
克
有
悟
、
乃
於
其
論
學
書
尺
三
數
十
卷
之
內
摘
此
三
十
餘
條
、
其
意

皆
主
於
向
裏
者
、
以
爲
得
於
旣
悟
之
餘
、
而
斷
其
爲
定
論
。
斯
其
所
擇

宜
亦
精
矣
。
第
不
知
所
謂
晩
年
者
、
斷
以
何
年
爲
定
。
羸
軀
病
暑
、
未

暇
詳
考
、
偶
考
得
何
叔
京
氏
卒
於
淳
熈
乙
未
、
時
朱
子
年
方
四
十
有

六
、
爾
後
二
年
丁
酉
、
而
論
孟
集
註
或
問
始
成
。
今
有
取
於
答
何
書
者

四
通
、
以
爲
晩
年
定
論
、
至
於
集
註
或
問
、
則
以
爲
中
年
未
定
之
說
。

竊
恐
考
之
缺
詳
、
而
立
論
之
太
果
也
。・
・
・

　　

王
守
仁
が
『
朱
子
晩
年
定
論
』
を
編
纂
し
た
意
圖
は
、
朱
子
自
身
が

悔
悟
を
示
し
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
世
人
が
尊
崇
す
る
朱
子
學
と
い
う
も

の
が
、
實
は
朱
子
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
中
年
未
定
の
說
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
證
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、
進
ん
で
は
王
守
仁
の
學
說
の

正
統
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
編
纂
時
に
お
い
て
充
分
な
考
證
を

行
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、
書
中
に
お
い
て
は
朱
子
の
「
晩

年
定
論
」
が
い
つ
確
立
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
說
明
が
な
さ
れ
て
は
お

ら
ず
、「
晩
年
定
論
」
で
あ
る
と
し
て
收
錄
さ
れ
た
文
章
も
、
必
ず
し

も
そ
の
す
べ
て
が
晩
年
の
作
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
羅
欽
順
の
質

疑
は
、
そ
の
語
氣
は
穩
や
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
內
容
上
は
極
め
て
嚴

し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
對
す
る
頂
門
の

一
針
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
對
し
、
王
守
仁
は
同
年
九
月
の
返
信
に
お
い
て
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。　

　　

其
爲
朱
子
晩
年
定
論
、
蓋
亦
不
得
已
而
然
。
中
閒
年
歲
早
晩
、
誠
有

所
未
考
。
雖
不
必
盡
出
於
晩
年
、
固
多
出
於
晩
年
者
矣
。
然
大
意
在
委

曲
調
停
、
以
明
此
學
爲
重
。
平
生
於
朱
子
之
說
如
神
明
蓍
龜
、
一
旦
與

之
背
馳
、
心
誠
有
所
未
忍
、
故
不
得
已
而
爲
此
。・
・
・
蓋
不
忍
牴
牾

朱
子
者
、
其
本
心
也
。
不
得
已
而
與
之
牴
牾
者
、
衟
固
如
是
、
不
直
則

衟
不
見
也
。
執
事
所
謂
决
與
朱
子
異
者
、
僕
敢
自
欺
其
心
哉
。

　　

こ
こ
に
お
い
て
彼
は
、
自
身
が
收
錄
し
た
朱
熹
の
文
章
の
著
作
年
代

に
關
す
る
考
證
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
但
し
、
彼
は
こ
れ
ら
の
文
は
そ
の
す
べ
て
が
晩
年
の
も
の
で
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は
な
い
も
の
の
、
大
部
分
が
晩
年
の
も
の
で
あ
る
と
自
己
辯
護
を
し
て

い
る
。
續
け
て
、
彼
は
『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
、
事
實
上
一
種
の
調
停

の
手
段
で
あ
り
、
自
分
は
本
心
に
お
い
て
朱
子
學
に
「
背
馳
」
す
る
に

忍
び
ず
、
一
方
に
お
い
て
そ
れ
に
「
牴
牾
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
狀
況
下

に
お
い
て
や
む
を
え
ず
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
年
未
定
の
說
と
晩
年
悔
悟
の
意
の
文
と
し
て
區

別
し
た
も
の
が
、
そ
の
著
作
年
代
の
考
證
に
お
い
て
過
ち
が
あ
っ
た
こ

と
自
體
す
で
に
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
は
論
證
上
に
お
い
て
根
本
的

な
缺
陷
が
あ
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
自
己
と
朱
子
の
說
の
牴
牾

を
認
め
る
こ
と
自
體
が
旣
に
、
彼
が
『
晩
年
定
論
』
の
自
序
に
お
い
て

述
べ
て
い
る
、「
自
ら
其
の
說
の
朱
子
に
繆も

と

ら
ざ
る
を
幸
ひ
と
し
、
又

た
朱
子
の
先
に
我
が
心
の
同
然
を
得
る
を
喜
ぶ
」
と
い
う
考
え
を
否
定

す
る
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
こ
の
文

は
、
論
旨
の
明
快
を
以
て
鳴
る
王
守
仁
に
し
て
は
珍
し
く
曖
昧
な
口
調

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
に
續
く
文
に
お
い
て
、
王
守
仁
は
彼
の
特
徵
で
あ
る
雄

辯
を
取
り
戾
し
て
い
る
。　

　　

夫
衟
、
天
下
之
公
衟
也
。
學
、
天
下
之
公
學
也
。
非
朱
子
可
得
而
私

也
、
非
孔
子
可
得
而
私
也
。
天
下
之
公
也
、
公
言
之
而
已
矣
。
故
言
之

而
是
、
雖
異
於
已
、
乃
益
於
已
也
。
言
之
而
非
、
雖
同
於
己
、
适
損
於

己
也
。
益
於
己
者
、
己
必
喜
之
。
損
於
己
者
、
己
必
惡
之
。
然
則
某
今

日
之
論
、
雖
或
於
朱
子
異
、
未
必
非
其
所
喜
也（
８
）。

　　

こ
こ
に
お
い
て
、
王
守
仁
は
衟
と
學
と
は
天
下
の
公
で
あ
り
、
た
と

え
朱
子
と
孔
子
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
私
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
强
調

し
て
い
る
。
あ
る
言
論
あ
る
い
は
學
說
を
判
定
す
る
基
準
は
そ
の
是
非

に
あ
り
、
自
己
の
學
說
と
の
異
同
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
論
理
に
よ
れ
ば
、
自
身
の
見
解
が
朱
子
と
異
な
る
こ
と
は
、
必

ず
し
も
朱
子
の
喜
ば
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

彼
の
態
度
は
、
自
己
の
學
說
が
朱
子
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
承
認

し
た
後
、
王
守
仁
に
は
も
は
や
、「
自
ら
其
の
學
の
朱
說
に
畔
か
ざ
る

を
徵
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
學
說
の
正
統
性
を
示
す
必
要
が
無

く
な
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、

王
守
仁
の
思
想
の
獨
立
を
宣
言
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

羅
欽
順
と
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
を
め
ぐ
る
討
論
を
通
し
て
、
王
守

仁
は
自
己
の
學
說
が
朱
子
學
と
「
背
馳
」、「
牴
牾
」
し
て
い
る
こ
と
を

明
確
に
承
認
す
る
一
方
で
、
自
己
の
學
說
こ
そ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
主
張
を
堅
持
し
續
け
た
。
こ
の
後
、
彼
に
は
「
晩
年
定
論
」
な

ど
の
助
け
を
借
り
て
自
己
辯
護
を
す
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
。
そ
し
て
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こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
王
守
仁
が
朱
子

學
と
袂
を
分
か
ち
、
思
想
上
の
獨
立
を
勝
ち
取
る
上
に
お
い
て
非
常
に

重
要
な
契
⺇
と
な
っ
た
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　

王
守
仁
が
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
編
纂
に
牽
强
と
錯
誤
が
存
在
す
る

こ
と
を
認
め
た
後
、
本
書
は
旣
に
そ
の
學
說
の
正
統
性
を
證
明
す
る
と

い
う
意
義
を
失
っ
た
も
の
の
、『
晩
年
定
論
』
が
思
想
界
に
卷
き
起
こ

し
た
波
亂
は
、
ま
だ
終
息
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
朱
子
學
者

で
あ
る
魏
校
（
字
子
才
、
號
莊
渠
）
は
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
年
代
考

證
の
誤
り
と
朱
子
に
對
す
る
理
解
の
錯
誤
を
指
摘
す
る
こ
と
か
ら
さ
ら

に
一
步
進
ん
で
、
朱
子
の
思
想
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
少
な
か
ら
ぬ
朱
子
學
者
が
『
晩
年
定
論
』
に

對
し
て
批
判
を
加
え
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
有
名
な
も
の
が
、
淸

代
の
學
者
が
『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
反
論
す
る
た
め
に
、
朱
子
の
傳
記

に
關
し
て
行
な
っ
た
考
證
の
成
果
で
あ
る（

９
）。

　

ま
た
一
方
に
お
い
て
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
王
門
の
弟
子
お
よ
び

後
學
の
中
に
お
い
て
は
影
响
力
を
發
揮
し
續
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例

え
ば
、
南
贛
本
以
外
に
、
錢
德
洪
は
「
年
譜
附
錄
」
に
お
い
て
、
增
錄

本
の
存
在
に
つ
い
て
言
乁
し
て
い
る
。『
王
文
成
公
全
書
』
卷
三
十
五

に
收
め
ら
れ
て
い
る
、「
年
譜
附
錄
一
」
の
嘉
靖
二
十
九
年
庚
戌
正
月

の
「
二
十
九
年
庚
戌
正
月
、
吏
部
主
事
史
際
建
嘉
義
書
院
于
溧
陽
祀
先

生
」
の
條
に
お
い
て
、
錢
德
洪
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

增
刻
先
生
朱
子
晩
年
定
論
。
朱
子
定
論
、
師
門
所
刻
止
一
卷
。
今
洪

增
錄
二
卷
、
共
三
卷
、
際
令
其
孫
致
詹
梓
刻
於
書
院
。

　　

こ
こ
か
ら
判
る
こ
と
は
、
史
際
は
そ
の
孫
で
あ
る
史
致
詹
に
、
溧
陽

の
嘉
義
書
院
に
お
い
て
『
朱
子
晩
年
定
論
』
を
刋
刻
さ
せ
た
が
、
こ
の

版
本
は
王
守
仁
の
編
纂
し
た
一
卷
の
他
に
、
錢
德
洪
が
增
錄
し
た
二
卷

の
內
容
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
王
守
仁
が
羅
欽

順
と
討
論
し
た
後
も
、
王
門
後
學
の
中
に
お
い
て
は
、『
朱
子
晩
年
定

論
』
に
對
す
る
需
要
が
な
お
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、

南
贛
本
同
樣
に
、
こ
の
嘉
義
書
院
本
も
現
存
し
て
お
ら
ず
、
錢
德
洪
の

「
年
譜
附
錄
」
中
の
斷
片
的
な
記
載
が
硏
究
者
の
註
意
を
引
く
こ
と
は

な
か
っ
た（

（1
（

。

　

隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）、
謝
廷
傑
が
『
王
文
成
公
全
書
』
を
刋
刻
し

た
際
、
該
書
卷
三
の
「
傳
習
錄
下
卷
」
末
尾
に
、『
朱
子
晩
年
定
論
』

を
附
載
し
た
。
こ
れ
が
『
晩
年
定
論
』
が
附
載
さ
れ
た
初
め
て
の
『
傳

習
錄
』
で
あ
り
、
そ
の
の
ち
硏
究
者
が
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
『
晩
年

定
論
』
の
通
行
本
で
あ
る
。
本
書
は
一
卷
本
で
あ
り
、
そ
の
內
容
は
以
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下
の
通
り
で
あ
る
。

　
［
錢
德
洪
序
］（
假
題
、
紀
年
な
し
、
謝
廷
傑
が
『
王
文
成
公
全
書
』
に
お

い
て
『
朱
子
晩
年
定
論
』
を
收
錄
し
た
こ
と
に
對
し
て
記
し
た
も
の
）

　
［
王
守
仁
序
］（
假
題
、
正
德
乙
亥
［
十
年
、
一
五
一
五
］
鼕
十
一
月
）

　
『
朱
子
晩
年
定
論
』
正
文

　
［
袁
慶
麟
識
語
］（
假
題
、
正
德
戊
寅
［
十
三
年
、
一
五
一
八
］）

　　

以
上
の
內
容
の
う
ち
、
錢
德
洪
序
以
外
の
基
本
的
な
內
容
は
、
袁
慶

麟
の
識
語
を
有
す
る
南
贛
本
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

二　

懷
玉
書
院
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』

　

上
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
陽
明
學
乁
び
文
獻
學
硏
究
に

從
事
す
る
學
者
は
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
出
版
の
狀
況
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
考
察
を
行
な
っ
て
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
主
な
原
因
と
し

て
は
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
つ
い
て
語
る
際
、
硏
究
者
は
一
般
的
に

本
書
の
版
本
と
し
て
は
『
全
書
』
本
一
種
を
知
る
の
み
で
あ
り
、
情
報

量
が
あ
ま
り
に
少
な
く
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
が
『
全
書
』
に
收
錄
さ

れ
る
以
前
の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
知
る
す
べ
が
な
か
っ
た
こ
と
が
擧
げ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
王
文
成
公
全
書
』
が
成
立
す
る
以
前
に
お
け
る

『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
單
行
本
は
、
そ
の
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。『
中
國
古
籍
善
本
書
目　

子
部
』
お
よ
び
『
中
國
古
籍
總
目   

子
部
』
に
は
、
明
代
に
お
い
て
刋
刻
さ
れ
た
『
朱
子
晩
年
定
論
』
が
一

種
著
錄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
本
書
は
單
に
我
々
に
『
王
文
成
公
全

書
』
成
立
以
前
に
、
他
の
文
獻
に
記
載
の
な
い
『
朱
子
晩
年
定
論
』
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
敎
え
る
の
み
な
ら
ず
、『
全
書
』
成
立
以
前
に

流
布
し
て
い
た
『
晩
年
定
論
』
の
形
態
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

安
徽
省
愽
物
館
に
所
藏
さ
れ
る
こ
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
三
卷
本

で
あ
り（

（1
（

、
版
框
橫
十
四
・
〇
糎
、
縱
十
九
・
九
糎
、
半
葉
九
行
、
行
十

九
字
。
白
口
單
魚
尾
。
卷
前
に
は
、
錢
德
洪
嘉
靖
己
未
撰
「
懷
玉
書
院

重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」、
王
守
仁
「
朱
子
晩
年
定
論
序
」、
錢
德
洪
嘉

靖
壬
子
撰
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
を
有
す
る
。
卷
首
首
行
頂
格

に
「
朱
子
晩
年
定
論
卷
之
上
」
と
題
し
、
卷
上
の
末
尾
に
は
袁
慶
麟
正

德
戊
寅
識
語
を
有
し
、
卷
下
卷
末
に
は
「
定
論
卷
下
終
」
と
題
す
る
。

そ
の
內
容
は
、
卷
上
は
王
守
仁
が
編
纂
し
た
『
朱
子
晩
年
定
論
』
で
あ

り
、
卷
中
、
卷
下
の
二
卷
は
錢
德
洪
に
よ
る
增
錄
で
あ
る
。
卷
上
の
卷

首
の
書
名
の
下
に
は
「
陽
明
先
生
原
錄
／
後
學
成
都
週
俶
重
刻
／
臨
安

黃
紋
校
正
」、
卷
中
、
卷
下
の
卷
首
の
書
名
の
下
に
は
「
後
學
餘
姚
錢

德
洪
增
錄
／
後
學
成
都
週
俶
重
刻
／
臨
安
黃
紋
校
正
」、
卷
下
の
正
文
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末
に
は
「
院
生
董
良
材
陳
維
新
監
刻
／
潘
應
奎
徐
諫
之
／
李
衟
福
程
一

麟
校
錄
」
と
署
さ
れ
て
い
る
［
圖
一
］。

　
［
圖
一
］
安
徽
省
愽
物
館
藏
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』

　

收
錄
さ
れ
て
い
る
文
章
の
內
容
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
本
書
の
最
大
の

特
徵
と
し
て
は
、
王
守
仁
が
編
纂
し
た
『
朱
子
晩
年
定
論
』「
原
錄
」

の
ほ
か
に
、
中
卷
、
下
卷
と
し
て
、
錢
德
洪
の
「
增
錄
」
の
部
分
が
增

補
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
卷
の
王
守
仁
の
編

纂
し
た
部
分
は
『
全
書
』
本
と
同
樣
な
の
で
、
錢
德
洪
が
增
錄
し
た
卷

中
、
卷
下
に
お
け
る
、
朱
熹
の
文
章
の
編
目
を
以
下
に
擧
げ
る
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
讀
者
の
便
宜
の
た
め
、
文
章
の
表
題
の
下
に
各
文
の
初

め
の
數
文
字
を
擧
げ
、
ま
た
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
の
卷
數
を
擧

げ
て
お
い
た
。

朱
子
晩
年
定
論
卷
中

「
與
張
敬
夫
」（
人
自
有
生
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十

同
上
（
可
欲
之
謂
善
天
⺇
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十
二

（「
答
張
敬
夫
問
目
」）

「
答
呂
伯
恭
」（
朋
友
亦
正
自
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十
二

「
答
劉
子
澄
」（
襄
陽
之
役
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十
五

「
答
黃
叔
張
」（
天
地
之
閒
自
有
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十

八
「
答
許
順
之
」（
此
閒
窮
陋
夏
秋
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十

九
「
答
何
叔
京
」（
脫
然
之
語
乃
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十

「
答
石
子
重
」（
向
來
見
理
自
不
分
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四

十
二

「
答
游
誠
之
」（
心
體
固
本
靜
然
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十

五
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「
答
呂
衟
一
」（
三
復
來
示
詞
義
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十

六
「
答
任
伯
起
」（
示
諭
靜
中
私
意
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十

四
「
答
胡
伯
逢
」（
男
女
居
室
人
事
之
至
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

四
十
六

「
答
呂
子
約
」（
大
抵
此
學
以
尊
德
性
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

四
十
七

「
答
王
子
合
」（
心
犹
鏡
也
但
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十
九

「
答
林
伯
和
」（
大
抵
見
善
必
爲
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十

九
「
答
陳
膚
仲
」（
來
書
云
今
日
反
復
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四

十
九　

「
答
程
正
思
」（
異
論
紛
紜
不
必
深
辨
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

五
十

「
答
週
舜
弼
」（
曾
子
一
段
文
意
雖
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五

十
「
答
吳
伯
豐
」（
學
問
臨
事
不
得
力
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五

十
二

「
答
汪
長
孺
」（
示
喩
功
夫
長
進
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五
十

二
朱
子
晩
年
定
論
卷
下

「
答
李
叔
文
」（
向
來
所
說
性
善
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五
十

二
「
答
劉
季
章
」（
所
喩
爲
學
之
意
甚
善
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

五
十
三　

「
答
方
賓
王
」（
別
紙
所
喩
甚
善
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五
十

六
「
答
鄭
子
上
」（
吿
子
却
不
知
有
所
謂
天
則
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』

卷
五
十
六

「
答
宋
澤
之
」（
大
抵
今
之
學
者
之
病
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

五
十
八

「
答
陳
與
叔
」（
川
流
不
息
天
運
也
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五

十
九　

「
答
劉
履
之
」（
衰
朽
益
甚
思
與
朋
友
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

五
十
九

「
答
康
炳
衟
」（
所
謂
致
知
者
正
是
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
五

十
四

「
答
劉
朝
弼
」（
承
示
以
文
編
感
相
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
六
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十
四

「
答
劉
公
度
」（
來
書
深
以
不
得
卒
業
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

六
十
四

「
答
或
人
」（
示
喩
爲
學
次
第
甚
慰
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
六

十
四

「
易
寂
感
說
」（
易
曰
無
思
也
無
爲
也
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

六
十
七

「
太
極
說
」（
靜
而
常
覺
動
而
常
止
者
心
之
妙
也
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文

集
』
卷
六
十
七　

「
學
校
貢
擧
私
議
」（
古
者
學
校
選
擧
之
法
始
於
鄕
黨
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文

公
文
集
』
卷
六
十
九

「
讀
唐
志
」（
歐
陽
子
曰
三
代
而
上
治
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

七
十

「
諭
諸
生
」（
古
之
學
者
八
歲
而
入
小
學
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』

卷
七
十
四

「
論
諸
職
事
」（
嘗
謂
學
校
之
政
不
患
法
制
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』

卷
七
十
四

「
瓊
州
學
記
」（
昔
者
圣
王
作
民
君
師
）　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷

七
十
九

　

本
書
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
四
篇
の
序
跋
の
う
ち
、
王
守
仁
「
朱
子
晩

年
定
論
序
」
は
始
め
に
「
陽
明
子
序
曰
」
の
五
文
字
が
な
い
他
は
、『
全

書
』
本
所
收
の
王
守
仁
序
と
同
內
容
で
あ
り
、
袁
慶
麟
の
識
語
は
『
全

書
』
本
卷
末
の
そ
れ
と
全
く
同
內
容
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
卷
前

の
錢
德
洪
嘉
靖
己
未
撰
「
懷
玉
書
院
重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」
お
よ
び

錢
德
洪
嘉
靖
壬
子
撰
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
は
い
ず
れ
も
他
書
に

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
兩
篇
は
、
拙
著
『
王
守
仁
著
作
の
文

獻
學
的
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
）「
附
錄
三
」
に
よ
っ
て
學
界
に

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
單
に
新
發
見
の
錢
德
洪
の
佚
文
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
拙
著
お
よ
び
本
稿
に
お
い
て
擧
げ
た
嘉
義
書
院
本
の
編

纂
、
刋
刻
の
狀
況
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
從
っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
執
筆
年
代
順
に
、
こ
れ
ら
二
序
文
の
全

文
を
以
下
に
擧
げ
る
こ
と
と
し
た（

（1
（

。

「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
學
餘
姚
錢
德
洪
譔　

　

适
衟
者
如
适
京
師
然
。
所
入
之
路
雖
不
能
無
遲
速
之
殊
、
然
能
終
期

於
必
到
者
、
定
志
於
先
也
。
苟
無
定
志
、
中
衟
氣
衰
、
怠
且
止
矣
、
烏

能
望
其
必
至
耶
。
洪
業
擧
子
時
、
從
事
晦
翁
先
生
之
學
、
自
謂
入
圣
塗

徹
必
在
是
矣
。
乁
扣
師
門
、
恍
若
有
悟
、
始
知
圣
人
之
衟
、
坦
夷
直
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截
、
人
人
易
由
。
乃
疑
朱
子
之
說
契
悟
未
盡
、
輙
生
忽
易
之
心
焉
。
二

十
餘
年
、
歲
月
旣
去
、
毛
髮
更
矣
、
而
故
吾
如
昨
、
始
歉
然
知
懼
。
遭

歷
罪
獄
、
動
忍
憂
惕
、
始
於
師
門
指
受
、
日
見

切
。
復
取
晦
翁
之
書

讀
之
、
乃
知
其
平
時
所
入
不
無
意
見
之
偏
、
但
其
心
以
必
造
圣
人
爲

志
、
雖
千
廻
百
折
、
不
敢
怠
止
稽
其
實
。
其
立
朝
也
、
以
開
悟
君
心
爲

切
。
其
蒞
政
也
、
以
民
受
實
惠
爲
功
。
其
接
引
後
學
也
、
惟
恐
不
得
同

躋
圣
域
爲
懼
。
乁
其
晩
年
病
目
、
靜
座
有
得
、
則
盡
悔
平
時
註
述
誤
己

誤
人
。
與
其
門
人
、
務
求
勈
革
、
勿
避
譏
笑
、
且
使
遍
吿
同
志
。
其
胸

中
磊
犖
、
眞
如
日
月
之
麗
天
。
其
過
其
更
、
人
人
得
而
仰
覩
。
噫
、
若

是
而
可
以
忽
易
觀
之
哉
。
宜
其
推
重
於
當
時
、
傳
信
於
後
世
。
是
信
之

者
、
非
徒
信
其
言
也
、
信
其
人
之
有
徵
也
。
但
世
之
信
先
生
者
、
皆
有

求
爲
圣
人
之
志
矣
乎
。
其
格
物
窮
理
之
說
、
似
有
近
吾
詞
章
記
誦
之

習
。
而
註
疏
章
句
之
便
、
又
足
以
安
其
進
取
利
祿
之
心
。
遂
執
其
中
年

未
定
之
說
、
號
於
人
曰
、
吾
能
忠
於
朱
門
也
云
云
。
若
是
而
欲
立
朱
子

之
門
墻
、
麾
斥
且
不
暇
矣
、
而
况
欲
爲
其
效
忠
耶
。
苟
有
出
是
者
、
亦

不
過
執
其
持
敬
力
行
之
說
、
以
爲
矜
名
競
節
之
規
、
亦
未
聞
有
終
疑
其

所
入
而
得
其
悔
者
、
是
亦
未
有
必
爲
圣
人
之
志
、
安
於
一
善
止
也
、
又

烏
足
以
爲
深
信
朱
子
耶
。
朱
子
晩
年
定
論
、
吾
師
嘗
有
乎
錄
、
傳
刻
於

世
久
矣
。
史
生
致
詹
讀
之
、
若
有
契
焉
、
欲
飜
刻
以
廣
惠
同
學
。
洪
爲

增
錄
、
得
二
卷
焉
。
蓋
吾
師
取
其
晩
年
之
悔
、
以
自
徵
其
學
不
畔
於
朱

說
。
洪
則
取
其
悟
後
之
言
、
徵
朱
子
之
學
不
畔
於
圣
人
也
。
使
吾
黨
之

疑
朱
子
者
勿
以
意
見
所
得
輙
懷
忽
易
之
心
、
信
朱
子
者
毋
安
於
其
所
悔

以
必
求
其
所
情
、
庶
不
畔
於
圣
人
、
是
謂
眞
信
朱
子
也
已
。

　

嘉
靖
壬
子
夏
五
月
。

「
懷
玉
書
院
重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」

　

嘉
靖
戊
午
鼕
、
懷
玉
書
院
工
吿
成
。
廣
信
知
府
鑑
塘
週
君
俶
建
議
飭

工
、
延
師
贍
士
、
百
慮
週
集
、
故
士
樂
有
甯
宇
以
安
其
學
。
旣
將
入

覲
、
以
其
事
屬
其
僚
黃
君
紋
。
已
而
考
績
以
最
聞
、
擢
雲
南
按
察
司
副

使
。
鑑
塘
寓
書
黃
君
曰
、
吾
將
遠
別
、
不
得
視
諸
生
成
。
所
貽
俸
餘
若

干
、
爲
我
置
書
於
局
、
使
院
生
日

先
哲
、
犹
吾
敎
也
。
時
中
庵
讀
朱

子
晩
年
定
論
有
感
。
謀
諸
巾
石
呂
子
曰
、
書
院
復
朱
子
草
堂
之
舊
、
書

生
登
朱
子
堂
、
贍
朱
子
稟
餼
、
進
之
以
朱
子
之
學
可
乎
。
夫
諸
生
所
誦

讀
朱
子
者
、
中
年
未
定
之
說
也
、
而
不
知
其
晩
年
之
悟
之
精
且
徹
也
。

予
昔
聞
知
行
之
說
、
自
謂
入
衟
次
第
進
無
疑
矣
。
今
讀
定
論
、
甯
知
致

知
者
、
致
吾
心
本
然
之
知
。
其
與
守
書
册
、
泥
言
語
、
討
論
制
度
、
較

計
權
術
、
意
趣
工
夫
逈
然
不
同
也
。
昔
聞
存
省
之
說
、
自
謂
動
靜
交

脩
、
功
無
閒
矣
。
今
讀
定
論
、
甯
知
本
然
之
知
隨
觸
發
、
無
少
停
息
、

卽
寂
之
中
、
感
在
寂
、
卽
感
之
中
、
寂
在
感
耶
。
夫
學
莫
先
於
識
性
之

眞
、
而
功
莫
切
於
順
性
之
動
。
知
不
求
於
口
耳
影
响
、
而
求
諸
吾
心
之
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本
然
、
是
得
性
之
眞
矣
。
靜
而
常
覺
、
動
而
常
止
。
譬
之
四
時
日
月
、

流
而
不
息
、
不
見
造
化
聲
臭
之
形
。
是
顯
微
無
間
、
順
性
之
動
而
無
違

也
。
斯
朱
子
定
論
發
吾
衟
之
微
⺇
、
楬
造
圣
之
規
範
也
。
以
是
而
進

諸
生
、
亦
足
以
慰
鑑
塘
之
敎
乎
。
巾
石
子
曰
、
富
哉
、
善
推
鑑
塘
公
之

心
也
。
朱
子
晩
年
病
目
靜
座
、
洞
悟
性
眞
。
惜
其
門
人
無
有
受
其
意
而

昌
其
說
者
。
今
得
陽
明
先
生
、
而
朱
子
之
學
復
顯
明
於
天
下
。
以
是
而

授
諸
生
、
則
鑑
塘
之
心
、
匪
徒
足
以
淑
院
生
、
將
逹
之
天
下
後
世
無
窮

矣
、
不
亦
善
乎
。
於
是
黃
君
命
上
饒
丞
章
子
經
、
糾
工
鋟
梓
、
置
板
院

局
、
以
惠
諸
士
、
乞
洪
書
其
事
。
洪
嘗
增
刻
定
論
於
南
畿
。
因
茲
請
乃

復
爲
引
其
端
云
。

　

嘉
靖
己
未
夏
仲
端
陽
日
、
後
學
餘
姚
錢
德
洪
書
。 　

　

錢
德
洪
は
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
を
嘉
靖
壬
子
年
（
三
十
一
、

一
五
五
二
）
夏
五
月
に
記
し
て
い
る
。
文
章
の
內
容
か
ら
見
て
、
本
序

文
は
上
文
で
述
べ
た
嘉
義
書
院
本
、
つ
ま
り
南
畿
本
『
朱
子
晩
年
定

論
』
の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
王

文
成
公
全
書
』
に
收
め
ら
れ
た
錢
德
洪
「
年
譜
附
錄
」
に
お
い
て
は
、

本
書
の
刋
刻
は
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
お

り（
（1
（

、本
序
に
記
さ
れ
て
い
る
紀
年
と
合
致
し
な
い
。『
王
文
成
公
全
書
』

の
編
纂
が
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
增
刻
朱
子
晩
年

定
論
序
」
が
記
さ
れ
た
嘉
靖
壬
子
年
（
三
十
一
、
一
五
五
二
）
か
ら
旣
に

二
十
年
が
經
過
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
こ
れ
は
當
事
者
と
雖

も
免
れ
が
た
い
記
憶
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
嘉
義
書
院
本
の
刋

刻
は
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
に
基
づ
い
て
、
嘉
靖
三
十
一
年
の
こ

と
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
に
よ
っ
て
、
以
下
の
こ
と
が
判

る
。
史
際
の
孫
で
あ
る
史
致
詹
は
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
飜
刻
を
望
ん

で
い
た
が
、
錢
德
洪
は
こ
の
⺇
會
を
利
用
し
て
自
己
が
增
錄
し
た
二
卷

の
內
容
を
加
え
、
三
卷
本
と
し
て
編
纂
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
序
文
を
記

し
て
前
後
の
經
過
を
說
明
し
た
の
で
あ
る
。
錢
德
洪
は
さ
ら
に
、
自
己

の
增
錄
し
た
部
分
と
師
の
主
旨
と
の
相
違
に
つ
い
て
、「
吾
が
師
、
其

の
晩
年
の
悔
を
取
り
、
以
て
自
ら
其
の
學
の
朱
說
に
畔
か
ざ
る
を
徵

す
。
洪
は
則
ち
其
の
悟
後
の
言
を
取
り
、
朱
子
の
學
の
圣
人
に
畔
か
ざ

る
を
徵
す
る
な
り
。
吾
が
黨
の
朱
子
を
疑
ふ
者
を
し
て
意
見
の
得
る
所

を
以
て
輙
ち
忽
易
の
心
を
懷
く
勿
く
、
朱
子
を
信
ず
る
者
を
し
て
其
の

悔
い
る
所
に
安
ん
ず
る
こ
と
毋
く
、
以
て
必
ず
其
の
情
と
す
る
所
を
求

め
し
む
れ
ば
、
圣
人
に
畔
か
ざ
る
に
庶
か
ら
ん
、
是
れ
眞
に
朱
子
を
信

ず
と
謂
ふ
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
王
守
仁
が
寀
錄
し
た
の

は
、
主
と
し
て
朱
子
が
晩
年
に
お
い
て
自
己
の
中
年
未
定
の
說
に
つ
い

て
悔
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
錢
德
洪
の
增
錄
部
分
は
と
い
う
と
、
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朱
子
が
晩
年
に
悟
衟
し
た
の
ち
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
朱
子

の
晩
年
の
學
說
が
、
決
し
て
圣
人
の
說
に
背
か
な
い
こ
と
を
示
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
王
門
後
學
が
朱
子
に
對
し
て
侮
り
の
心
を
懷
く
こ
と
を
防

ぎ
、
一
方
で
朱
子
學
を
信
じ
る
人
々
に
朱
子
晩
年
の
學
說
と
陽
明
の
圣

學
に
對
す
る
解
釋
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
、
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
收
錄
さ
れ
た
も
う
一
篇
の
錢
德
洪
の
序
文
で
あ
る
「
懷
玉
書

院
重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」
は
嘉
靖
己
未
（
三
十
八
年
、
一
五
五
九
）
夏

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論
序
」
に
遲
れ
る
こ

と
七
年
で
あ
る
。
本
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
刋
刻
の
經
過
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
）
鼕
、
懷
玉
書
院
（
江
西

省
廣
信
府
。
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
）
が
完
成
し
た
が
、
積
極
的
に
書
院

の
建
設
を
提
唱
、
支
持
し
た
知
府
で
あ
る
週
俶
は
都
に
審
査
を
受
け
に

行
っ
て
お
り
、
後
事
を
僚
屬
の
黃
紋
（
號
中
庵
）
に
託
し
て
い
っ
た
。

ほ
ど
な
く
し
て
、
週
俶
は
成
績
優
秀
の
た
め
雲
南
按
察
司
副
使
に
昇
進

す
る
こ
と
に
な
り
、
書

を
黃
紋
に
送
り
、
自
己
の
俸
給
を
使
っ
て
書

院
の
學
生
た
ち
の
た
め
に
有
用
な
書
物
を
刋
行
す
る
こ
と
を
依
賴
し

た
。
依
賴
を
受
け
た
黃
紋
は
、
呂
懷
（
號
巾
石
）
と
相
談
の
上
、『
朱
子

晩
年
定
論
』
を
刋
行
す
る
こ
と
と
し
、
刋
行
の
實
務
を
上
饒
丞
で
あ
る

章
子
經
に
託
す
る
と
と
も
に
、
以
前
嘉
義
書
院
に
お
い
て
『
朱
子
晩
年

定
論
』
の
刋
刻
に
關
係
し
た
錢
德
洪
に
序
文
の
執
筆
を
依
賴
し
た
の
で

あ
る
。
錢
德
洪
の
序
文
が
嘉
靖
己
未
（
三
十
八
年
、
一
五
五
九
）
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
刋
刻
は
、
嘉
靖
三
十
八
年
以
降
の
こ
と

と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。『
萬
姓
統
譜
』
卷
六
十
一
に
よ
れ
ば
、
本
書
に

對
し
て
出
資
・
刋
刻
を
し
た
週
俶
は
字
初
卿
、
成
都
の
人
。
嘉
靖
辛
丑

（
二
十
年
、一
五
四
一
）
の
進
士
。
應
天
府
尹
等
の
官
を
歷
任
し
て
い
る
。

ま
た
、
呂
懷
は
字
汝
德
、
號
は
巾
石
、
廣
信
永
豐
（
現
在
の
江
西
省
吉
安

市
）
の
人
。
湛
若
水
（
甘
泉
）
に
敎
え
を
受
け
て
い
る
。
嘉
靖
壬
辰
（
十

一
年
、
一
五
三
二
）
の
進
士
。
南
太
僕
寺
少
卿
と
し
て
致
仕
し
て
い
る（

（1
（

。

　
『
江
西
通
志
』
卷
二
十
二
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
校
錄
に
關
わ
っ
た
程

一
麟
は
宋
孺
程
端
蒙
、
程
珙
の
末
裔
で
あ
り
、
嘉
靖
年
閒
に
、
程
端

蒙
、
程
珙
が
建
て
た
德
興
縣
十
都
の
二
賢
書
院
に
彼
ら
二
人
を
合
祀
す

る
こ
と
を
巡
撫
に
願
い
出
た
が
、
そ
の
申
請
文
は
錢
德
洪
が
記
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
、
さ
ら
に
註
意
す
べ
き
點
と
し
て
は
、
懷
玉
書
院
は
、

王
守
仁
の
弟
子
、
張
元
冲
（
字
叔
謙
、
號
浮
峰
）
に
よ
っ
て
江
西
省
廣

信
府
に
建
て
ら
れ
た
書
院
で
あ
り
、
王
畿
、
錢
德
洪
が
そ
の
講
席
を
主

持
し
て
お
り
、
ま
た
、
錢
德
洪
が
當
地
で
王
守
仁
の
年
譜
を
執
筆
し
て

い
る
と
い
う
、
王
門
と
極
め
て
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
書
院
な
の
で
あ

る（
（1
（

。

　

錢
德
洪
の
「
懷
玉
書
院
重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」、「
增
刻
朱
子
晩
年
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定
論
序
」、
さ
ら
に
安
徽
省
愽
物
館
藏
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
よ
っ

て
、
以
下
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
徽
省
愽
物
館
藏

本
、
つ
ま
り
懷
玉
書
院
本
の
底
本
は
、
嘉
義
書
院
本
、
つ
ま
り
南
畿
本

で
あ
り
、
重
刻
の
際
、
初
刻
本
に
あ
っ
た
王
守
仁
序
、
袁
慶
麟
識
語
と

嘉
義
書
院
本
に
お
い
て
增
補
さ
れ
た
錢
德
洪
「
增
刻
朱
子
晩
年
定
論

序
」
の
他
に
、
新
た
に
錢
德
洪
「
懷
玉
書
院
重
刻
朱
子
晩
年
定
論
引
」

を
增
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
卷
卷
首
の
書
名
の
下
に
、
重
刻
本
の
出

資
者
週
叔
、
校
正
者
黃
紋
等
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見

て
、
重
刻
本
の
格
式
は
嘉
義
書
院
本
と
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

本
文
の
內
容
が
嘉
義
書
院
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
從
っ
て
、
我
々
は
こ
の
現
存
唯
一
の
明
版
の
單
行
本

に
よ
っ
て
、『
全
書
』
本
が
世
に
流
布
す
る
以
前
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』

三
卷
本
の
基
本
的
な
狀
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

嘉
義
書
院
と
懷
玉
書
院
に
お
い
て
前
後
し
て
『
朱
子
晩
年
定
論
』
が

刋
刻
さ
れ
た
の
は
、
王
守
仁
と
羅
欽
順
の
討
論
か
ら
旣
に
三
十
年
餘
り

が
經
過
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
錢
德
洪
を
含
む
多

く
の
王
門
の
後
學
た
ち
は
、
依
然
と
し
て
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
結
論

を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
門
の
主
要
な
弟
子
の
一
人
で
あ
る
錢
德

洪
に
よ
っ
て
本
書
の
增
補
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
嘉
義
・
懷
玉
の

兩
書
院
が
出
版
に
際
し
て
特
に
本
書
を
選
擇
し
た
と
い
う
事
實
は
、
王

學
が
盛
行
し
た
こ
の
時
期
に
お
け
る
王
門
後
學
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』

に
對
す
る
新
た
な
需
要
と
、
本
書
が
王
學
の
傳
播
に
お
い
て
依
然
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三　

結
語

　

以
上
に
お
い
て
我
々
は
、
王
守
仁
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
明
代
に

お
け
る
出
版
狀
況
を
考
察
し
て
き
た
。
以
上
の
分
析
か
ら
判
る
よ
う

に
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
は
、『
王
文
成
公
全
書
』
に
收
錄
さ
れ
る
以
前

の
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
、
單
行
本
の
形
式
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
早
く
江
西
省
雩
都
に
お
い
て
刋
刻
さ
れ

た
南
贛
本
以
外
に
、
錢
德
洪
は
王
守
仁
が
編
纂
し
た
一
卷
本
の
基
礎
の

上
に
二
卷
を
增
補
し
た
が
、
そ
れ
は
史
致
詹
に
よ
っ
て
、
溧
陽
の
嘉
義

書
院
に
お
い
て
刋
刻
さ
れ
た
。
七
年
後
、
黃
紋
は
前
知
府
で
あ
る
週
俶

の
委
託
を
受
け
、
懷
玉
書
院
に
お
い
て
嘉
義
書
院
本
を
重
刻
し
、
錢
德

洪
に
ふ
た
た
び
前
後
の
經
過
を
記
し
た
序
文
の
執
筆
を
依
賴
し
た
の
で

あ
る
。

　

我
々
は
本
論
文
に
お
け
る
考
察
を
通
し
て
、『
王
文
成
公
全
書
』
の

成
立
以
前
に
、
少
な
く
と
も
三
種
类
の
單
行
本
が
流
布
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
二
種
类
は
、
以

前
の
硏
究
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
錢
德
洪
の
增
錄
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に
よ
る
三
卷
本
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
三
卷
本
が
世
に
問
わ
れ
た

の
は
、
王
守
仁
が
羅
欽
順
に
對
し
て
﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
の
考
證
の
錯

誤
を
承
認
し
、
も
は
や
朱
子
の
權
威
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
學
の

正
統
性
を
證
明
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
か
ら
三
十
年
餘
り
を
經
過
し

て
い
た
。
し
か
し
、
錢
德
洪
を
含
む
王
門
後
學
の
中
に
お
い
て
は
、
明

ら
か
に
な
お
多
く
の
者
が
﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
の
結
論
を
信
じ
て
い
た

の
で
あ
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
嘉
義
書
院
と
懷
玉
書
院
は
い
ず
れ
も
王
門
後
學
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
書
院
で
あ
り
、﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
が
こ
の
二
つ
の
書
院
か

ら
刋
刻
さ
れ
た
こ
と
は
、
別
の
側
面
か
ら
、
本
書
が
王
學
の
傳
播
に
お

い
て
影
响
力
を
發
揮
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
に
お
い
て
、
筆
者
は
﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
の
流
布
を
め
ぐ
る
問

題
と
い
う
、
極
め
て
具
體
的
か
つ
微
細
な
文
獻
學
的
問
題
に
關
す
る
考

察
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
守
仁
の
思
想
が
本
人

の
思
惑
を
離
れ
、
書
院
と
い
う
出
版
セ
ン
タ
ー
を
據
點
と
し
て
世
に
廣

ま
っ
て
い
く
と
い
う
思
想
史
の
大
き
な
流
れ
を
、
そ
の
具
體
的
な
姿
に

お
い
て
描
き
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文

の
意
圖
し
た
こ
と
は
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。

　

思
想
史
の
硏
究
は
、
基
本
的
に
哲
學
槪
念
が
い
か
に
し
て
成
立
し
、

そ
し
て
そ
れ
が
如
何
に
變
遷
し
て
い
っ
た
か
を
扱
う
。
し
か
し
、
哲
學

槪
念
と
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
を
媒
介
と
し
て
傳
播
し

て
い
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
傳
播
を
拔
き
に
し
て
、
哲
學

史
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
今
囘
の
論
文
を
通
じ

て
、
筆
者
が
問
い
か
け
た
か
っ
た
內
容
な
の
で
あ
る
。

︻
本
稿
は
中
國
貴
州
省
哲
學
社
會
科
學
規
劃
國
學
單
列
課
題
（
１
６
Ｇ
Ｚ
Ｇ
Ｘ

０
７
、「
陽
明
學
文
獻
整
理
與
硏
究
」）
と
科
學
硏
究
費
補
助
金
（
基
盤
硏
究

（
Ｃ
）
課
題
番
號
２
１
Ｋ
０
０
０
５
６
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
】

【
註
】

（
１
）　

吉
田
公
平
﹃
陸
𧰼
山
と
王
陽
明
﹄
第
三
章
、
硏
文
出
版
、
一
九
九
〇
。

（
２
）　

王
守
仁
﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
序
、﹃
王
文
成
公
全
書
﹄
卷
三
附
錄
﹃
朱

子
晩
年
定
論
﹄、﹃
四
部
叢
刋
﹄
影
印
明
萬
曆
年
閒
重
刻
本
。

（
３
）　

な
お
、
王
守
仁
は
﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄
の
執
筆
に
當
た
っ
て
、
程
敏

政
﹃
衟
一
編
﹄
よ
り
の
影
响
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、

前
記
「﹃
朱
子
晩
年
定
論
﹄」（﹃
陸
𧰼
山
と
王
陽
明
﹄
所
收
）
を
參
照
の

こ
と
。

（
４
）　

吳
光
・
錢
明
・
董
平
・
姚
廷
福
編
校
﹃
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）﹄

（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
お
よ
び
吳
光
・
錢
明
・
董
平
・
姚

廷
福
編
校
﹃
王
陽
明
全
集
﹄（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
が

「
如
」
を
「
𧰼
」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
５
）　

謝
旻
等
監
修
﹃
江
西
通
志
﹄（「
四
庫
全
書
」
所
收
）
卷
九
十
四
。
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（
６
）　

前
揭
『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
お
よ
び
『
王
陽
明
全
集
』
が
「
淵

微
」
を
「
淵
藪
」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
７
）　

羅
欽
順
「
與
王
陽
明
書
」、『
困
知
記
』
附
錄
、
中
華
書
局
、
一
九
九

〇
。

（
８
）　

王
守
仁
が
羅
欽
順
の
質
疑
に
答
え
た
詳
し
い
狀
況
に
つ
い
て
は
、
王

守
仁
「
答
羅
整
菴
少
宰
書
」（『
王
文
成
公
全
書
』
卷
二
、｢

四
部
叢
刋
」

影
印
明
萬
曆
年
閒
重
刻
本
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
９
）　

魏
校
乁
び
そ
の
後
の
朱
子
學
者
の
『
晩
年
定
論
』
に
對
す
る
批
判
に

つ
い
て
は
、
前
記
「『
朱
子
晩
年
定
論
』」（『
陸
𧰼
山
と
王
陽
明
』
所

收
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
10
）　

錢
明
は
「
陽
明
全
書
成
書
經
過
考
」（
吳
光
・
錢
明
・
董
平
・
姚
廷

福
編
校
『
王
陽
明
全
集
』
附
考
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
）
に

お
い
て
、『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
つ
い
て
「
年
譜
」
に
基
づ
い
て
言
乁

し
、「
成
書
於
正
德
十
一
年
、
原
一
卷
、
嘉
靖
二
十
九
年
錢
德
洪
增
錄

二
卷
、
共
三
卷
、
由
史
致
詹
梓
刻
於
嘉
義
書
院
」
と
述
べ
る
が
、「
增

錄
」
の
內
容
に
つ
い
て
は
觸
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
な
お
、
錢
明
が

『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
成
立
を
正
德
十
一
年
の
こ
と
と
す
る
の
は
、
十

年
の
誤
り
で
あ
る
。

（
11
）　
「
朱
子
晩
年
定
論
二
卷　

明
王
守
仁
撰　

明
嘉
靖
三
十
七
年
懷
玉
書

院
刻
本
、
安
徽
省
愽
物
館
藏
」、『
中
國
古
籍
善
本
書
目　

子
部
』
卷
上

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
）
第
八
十
頁
、「
朱
子
晩
年
定
論
二
卷

　

明
王
守
仁
撰　

明
嘉
靖
三
十
七
年
懷
玉
書
院
刻
本
、
安
徽
省
愽
物
館

藏
」、『
中
國
古
籍
總
目　

子
部
』
第
一
卷
（
中
華
書
局
・
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
〇
）
第
一
〇
五
頁
。

（
12
）　
『
中
國
古
籍
善
本
書
目　

子
部
』
お
よ
び
『
中
國
古
籍
總
目　

子
部
』

が
二
卷
と
し
て
著
錄
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
13
）　
『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
は
、
筆
者
の
提
供
し
た
資
料
に
よ
っ
て

以
下
の
二
序
を
收
錄
し
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
誤
植
が
多
く
み
ら
れ

る
。
讀
者
が
こ
れ
ら
二
序
を
引
用
す
る
際
に
は
、『
王
陽
明
全
集
（
新

編
本
）』
に
據
ら
ず
、
本
論
文
所
收
の
も
の
を
利
用
す
る
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

（
14
）　

前
引
『
王
文
成
公
全
書
』
卷
三
十
五
「
年
譜
附
錄
一
」
を
參
照
の
こ

と
。｢

四
部
叢
刋｣

影
印
明
萬
曆
年
閒
重
刻
本
。

（
15
）　

從
っ
て
、『
中
國
古
籍
善
本
書
目　

子
部
』
お
よ
び
『
中
國
古
籍
總

目　

子
部
』
が
本
書
の
刋
刻
を
明
嘉
靖
三
十
七
年
の
こ
と
と
し
て
い
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。 

（
16
）　
『
明
儒
學
案
』
卷
三
十
八
、
甘
泉
學
案
二
、「
太
僕
呂
巾
石
先
生
懷
」。

沈
善
洪
主
編
『
黃
宗
羲
全
集
』
第
八
册
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

五
、
第
一
八
一
頁
。

（
17
）　

張
元
冲
と
懷
玉
書
院
に
關
し
て
は
、
黃
宗
羲
『
明
儒
學
案
』
卷
十

四
、
浙
中
王
門
學
案
四
、「
中
丞
張
浮
峯
先
生
元
冲
」
を
參
照
の
こ
と
。

『
黃
宗
羲
全
集
』
第
七
册
、
第
三
四
二
頁
。

（
18
）　

萬
曆
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
張
元
忭
に
よ
っ
て
初
刻
さ
れ
、
畢
懋

康
に
よ
っ
て
萬
曆
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
に
重
刻
さ
れ
た
『
朱
子
摘

編
』
は
、
王
守
仁
編
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
、
朱
熹
の
詩
で
あ
る

「
悟
後
詩
」
を
附
し
た
上
で
刋
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
そ
の
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形
式
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
錢
德
洪
編
の
三
卷
本
『
朱
子
晩
年
定
論
』

の
影
响
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
事
實
は
、

明
末
に
到
る
ま
で
『
朱
子
晩
年
定
論
』
が
思
想
的
な
生
命
力
を
保
っ
て

い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
關
し
て
は
、

拙
稿
「
張
元
忭
編
『
朱
子
摘
編
』
に
つ
い
て
」（『
人
文
社
會
科
學
硏

究
』
第
四
十
八
號
、
人
文
社
會
科
學
硏
究
會
、
二
〇
〇
八
）
を
參
照
の

こ
と
。

　

な
お
、
淸
代
に
お
け
る
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
受
容
に
關
し
て
は
、

以
下
の
拙
稿
を
參
照
の
こ
と
。
永
冨
靑
地
「
王
復
禮
編
『
三
子
定
論
』

に
つ
い
て
―
淸
代
に
お
け
る
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
受
容
―
」（『
汲

古
』
第
八
十
號
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
）。

　
︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
王
守
仁
、
朱
子
晩
年
定
論
、
嘉
義
書
院
、
懷
玉
書
院




